
(57)【要約】

【課題】動作ムラ及び輝度バラツキ等を改善することが

できるＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃ

ｈｉｎｇ）モードの液晶表示装置を提供する。

【解決手段】本発明に係るＦＦＳモードの液晶表示装置

は、下部基板及び上部基板と、前記下部基板上に形成さ

れたゲートライン及び前記ゲートラインと直交するデー

タラインと、前記ゲートラインとデータラインによって

定義される領域に形成された第１のＩＴＯ電極と、前記

下部基板上に形成され、前記第１のＩＴＯ電極と重なる

櫛の歯の形態の第２のＩＴＯ電極と、前記上部基板上に

形成されたブラックマトリックスとを含んで成るＦＦＳ

モードの液晶表示装置において、前記第２のＩＴＯ電極

の楔部をブラックマトリックスの縁部から一定の長さだ

け内側に離隔するように形成されることを特徴とする。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 部 基 板 と 上 部 基 板 と 、
　 前 記 下 部 基 板 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト ラ イ ン と 、
　 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン と 直 交 す る デ ー タ ラ イ ン と 、
　 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン に よ っ て 定 義 さ れ る 領 域 に 形 成 さ れ た 第 １ の Ｉ Ｔ Ｏ 電
極 と 、
　 前 記 下 部 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 と 重 な る 櫛 の 歯 の 形 態 の 第 ２ の Ｉ Ｔ
Ｏ 電 極 と 、
　 前 記 上 部 基 板 上 に 形 成 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス と を 含 ん で 成 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド の 液 晶
表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 の 楔 部 は ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス の 縁 部 か ら 一 定 の 長 さ だ け 内 側 に
離 隔 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 の 楔 部 を ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス の 縁 部 か ら 少 な く と も ０ ． ５ μ 以
上 内 側 に 離 隔 す る よ う に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド の 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス は 導 電 性 を 有 す る 物 質 か ら な り 、 か つ 、 そ の 抵 抗 が １ × １ ０
Ｅ ２ Ω ｃ ｍ ～ １ × １ ０ Ｅ ７ Ω ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド の
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 の 楔 部 側 に 位 置 す る 電 極 は 交 互 に 切 れ て い る 形 態 に 形 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 の 楔 部 側 に 位 置 す る 電 極 は 交 互 に 位 置 が ず れ て い る 形 態 に 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス の 幅 は 、 ２ ２ μ ｍ 以 下 で あ り 、 ま た 、 前 記 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極
は デ ー タ ラ イ ン 部 に 対 し て 対 称 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｆ Ｆ Ｓ モ ー
ド の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｆ Ｆ Ｓ （ Ｆ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ 　 Ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ 　 Ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ ｎ ｇ ） モ ー ド の 液 晶 表 示
装 置 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 動 作 ム ラ 及 び 輝 度 バ ラ ツ キ 等 を 改 善 す る こ と が で き る Ｆ Ｆ Ｓ
モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ウ ル ト ラ （ ｕ ｌ ｔ ｒ ａ ） － Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に つ い て 、 図 １
及 び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 １ は 、 従 来 の ウ ル ト ラ （ ｕ ｌ ｔ ｒ ａ ） － Ｆ Ｆ Ｓ
モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 平 面 図 で あ り 、 図 ２ は そ の 断 面 図 で あ る 。
　 従 来 の 技 術 に 係 る ウ ル ト ラ － Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 下 部
基 板 １ ０ 上 に ゲ ー ト ラ イ ン １ １ と ゲ ー ト ラ イ ン １ １ と 直 交 す る よ う に デ ー タ ラ イ ン １ ５ を
配 列 し た 後 、 ゲ ー ト ラ イ ン １ １ と デ ー タ ラ イ ン １ ５ に よ っ て 定 義 さ れ る 領 域 に 第 １ の Ｉ Ｔ
Ｏ 電 極 １ ７ を 配 置 し 、 次 に 第 １ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 １ ７ と 重 な る 画 素 電 極 用 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 １
９ を 櫛 の 歯 形 状 の 形 態 に 形 成 し 、 液 晶 の 配 向 を ０ 度 に 構 成 し て い る 。 な お 、 櫛 の 歯 形 状 は
、 画 素 電 極 用 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 １ ９ の デ ー タ ラ イ ン １ ５ に 沿 う 部 分 の 形 状 を い う 。 ま た 、
櫛 の 歯 の 付 け 根 の 部 分 で 、 歯 に 挟 ま れ た 電 極 の 無 い 部 分 の 形 状 を 楔 部 と い う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 下 部 基 板 １ ０ と 対 向 す る よ う に 一 定 間 隔 だ け 離 隔 す る よ う に
上 部 基 板 ２ ０ が 配 列 さ れ 、 上 部 基 板 ２ ０ に は ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ Ｂ Ｍ ） ２ １ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ こ で 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ Ｂ Ｍ ） ２ １ と 重 な る 画 素 電 極 用 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ
電 極 １ ９ は 更 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ２ １ の 縁 部 か ら “ ａ ” 長 さ だ け 側 方 に 延 長 さ れ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 電 界 に よ る 液 晶 の 捩 れ が 上 側 （ カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ） と 下 側 （ ア
レ イ 基 板 ） と が 逆 方 向 と な る よ う に し て 液 晶 の 誘 電 率 異 方 性 に よ る 青 （ ｂ ｌ ｕ ｉ ｓ ｈ ） 、
黄 （ ｙ ｅ ｌ ｌ ｏ ｗ ｉ ｓ ｈ ） へ の 色 度 の 移 動 を 補 償 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 し か し 、 こ の よ う な 方 法 に よ る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド は 、 電 極 間 の 重 な り 領 域 が 非 常 に 広 く て 長
時 間 の 電 気 的 動 作 に よ る 絶 縁 膜 等 の 劣 化 に よ り 残 像 が 良 く な い と い う 短 所 が あ る 。
　 こ の よ う な 短 所 の 改 善 の た め 、 多 様 な 電 極 形 状 と 構 造 変 更 等 が 研 究 さ れ て 来 た 。 し か し
、 従 来 の 設 計 に よ る Ｆ Ｆ Ｓ ピ ク セ ル は 実 際 の 透 過 領 域 と Ｂ Ｍ の 位 置 関 係 に お い て 、 ピ ク セ
ル 電 極 （ 画 素 電 極 ） の 楔 部 （ ｐ ｉ ｘ ｅ ｌ 　 ｗ ｅ ｄ ｇ ｅ ） の 形 状 及 び 位 置 が Ｂ Ｍ で な い 実 際
の 透 過 領 域 に 位 置 し て い る 。
　 こ の よ う な ピ ク セ ル 電 極 の 楔 部 と Ｂ Ｍ と の 位 置 関 係 に よ り 透 過 率 の 低 減 及 び 輝 度 バ ラ ツ
キ （ 即 ち 、 ピ ク セ ル 電 極 の 楔 部 と Ｂ Ｍ と の 相 互 作 用 に よ る 特 性 の 変 化 ） 等 が 製 品 の 特 性 を
低 下 さ せ て 来 た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ３ ０ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 の 問 題 に 鑑 み て 案 出 さ れ た も の で あ り 、 Ｆ Ｆ Ｓ の デ ザ イ ン 構 造 か ら
与 え ら れ る ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ Ｂ Ｍ ） と 画 素 電 極 と の 相 互 作 用 を 新 た な 概 念 に 切 換 え
て 、 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ か ら 問 題 と な る 動 作 ム ラ 及 び 輝 度 バ ラ ツ キ 等 を 改 善 す る こ と が で き る Ｆ
Ｆ Ｓ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 は 、 下 部 基 板 と
上 部 基 板 と 、 前 記 下 部 基 板 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト ラ イ ン と 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン と 直 交 す る デ
ー タ ラ イ ン と 、 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン に よ っ て 定 義 さ れ る 領 域 に 形 成 さ れ た 第
１ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 と 、 前 記 下 部 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 と 重 な る 櫛 の 歯 の
形 態 の 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 と 、 前 記 上 部 基 板 上 に 形 成 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス と を 含 ん
で 成 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 の 楔 部 を ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス の 縁 部 か ら 一 定 の 長 さ だ け 内 側 に
離 隔 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 に よ る と 、 従 来 の 楔 位 置 と 形 態 を 変 更 し て ブ ラ ッ ク マ
ト リ ッ ク ス と 画 素 電 極 の 楔 と の 間 の 電 界 干 渉 に よ り 生 じ る 液 晶 の 歪 み （ ｄ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ｔ ｉ
ｏ ｎ ） を 改 善 す る た め に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ Ｂ Ｍ ） と 画 素 電 極 の 楔 部 及 び 斜 線 型 電
極 の 位 置 を 導 電 性 Ｂ Ｍ の 内 側 に 位 置 さ せ な が ら 液 晶 の 偏 光 効 率 を 改 善 さ せ 、 楔 部 の グ レ ー
領 域 に よ り 生 じ た ム ラ （ 輝 度 バ ラ ツ キ ） と 残 像 （ 動 作 不 安 定 ） を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に
説 明 す る 。
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 の レ イ ア ウ ト 図 で あ り 、 図 ４
は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
　 図 ５ 及 び 図 ６ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 示 す も
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の で あ っ て 、 楔 の 電 極 を 交 互 に 無 く し て 液 晶 歪 み を 改 善 す る 実 施 の 形 態 を 示 す 概 略 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 一 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、
下 部 基 板 ３ ０ 上 に ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ と ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ と 直 交 す る よ う に デ ー タ ラ イ ン ３
５ を 配 列 し た 後 、 ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ と デ ー タ ラ イ ン ３ ５ に よ っ て 定 義 さ れ る 領 域 に 第 １ の
Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 ３ ７ を 配 列 し 、 次 に 第 １ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 ３ ７ と 重 な る 画 素 電 極 用 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電
極 ３ ９ を 櫛 の 歯 形 状 の 形 態 に 形 成 し 、 液 晶 の 配 向 を ０ 度 に 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 下 部 基 板 ３ ０ と 対 向 す る よ う に 一 定 間 隔 だ け 離 隔 す る よ う に
上 部 基 板 ４ ０ が 配 列 さ れ 、 上 部 基 板 ４ ０ に は ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ Ｂ Ｍ ） ４ １ が 形 成 さ
れ 、 そ の 幅 Ｗ は ２ ２ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ４ １ は 導 電 性
物 質 で 形 成 さ れ 、 そ の 導 電 率 は １ × １ ０ Ｅ ２ Ω ｃ ｍ ～ １ × １ ０ Ｅ ７ Ω ｃ ｍ で あ る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ Ｂ Ｍ ） ４ １ と 重 な る 画 素 電 極 用 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極
３ ９ は 従 来 技 術 の 場 合 と は 異 に し 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ４ １ の 端 か ら “ ｂ ” の 長 さ だ け
内 側 に 離 隔 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ” ｂ ” の 値 は ０ ． ５ μ ｍ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し
い 。
　 ま た 、 画 素 電 極 用 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 ３ ９ は デ ー タ ラ イ ン ３ ５ に 対 し て 対 称 に 形 成 さ れ る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ５ ま た は 図 ６ は 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 で あ る 。
　 図 ５ に 示 す 実 施 の 形 態 で は 、 画 素 電 極 用 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 ５ ９ の 楔 部 側 の 電 極 を 交 互 に
切 れ て い る 形 状 に 形 成 し て い る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス は ６ １ で あ る 。
　 ま た 、 図 ６ に 示 す 実 施 の 形 態 で は 、 画 素 電 極 用 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 ６ ９ の 楔 部 側 の 電 極 を
交 互 に 位 置 を ず ら し た 形 態 （ ｂ ｕ ｍ ｐ ｙ 　 ｓ ｈ ａ ｐ ｅ ） に 形 成 し て い る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ
ッ ク ス は ７ １ で あ る 。
　 画 素 電 極 用 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 ６ ９ の 楔 部 を 図 ５ 、 図 ６ の 形 態 に 形 成 す る こ と に よ り 、 液
晶 の 歪 を 改 善 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 は 、 当 業 者 で あ れ ば 本 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 技 術 的 範
囲 内 で 多 様 な 変 更 実 施 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 従 来 の ウ ル ト ラ （ ｕ ｌ ｔ ｒ ａ ） － Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の ウ ル ト ラ （ ｕ ｌ ｔ ｒ ａ ） － Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
３ ０ 　 　 下 部 基 板
３ １ 　 　 ゲ ー ト ラ イ ン
３ ５ 　 　 デ ー タ ラ イ ン
３ ７ 　 　 第 １ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極
３ ９ 　 　 第 ２ の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極
４ ０ 　 　 上 部 基 板
４ １ 　 　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ Ｂ Ｍ ）
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Ｂ 　 　 　 画 素 電 極 幅
ｂ 　 　 　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス と 画 素 電 極 と の 間 の 距 離
Ｃ 　 　 　 デ ー タ ラ イ ン 幅
Ｗ 　 　 　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 幅

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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